
    

 

 

 

 

    

 
   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより みんなの森合小 
～ 自分の考えをもつ力 人を大切にする力 自分を表現する力 チャレンジする力～ 

NO.１０ 
令和５年１２月２２日    

発行者  

森合小学校長 渡邉かほる 

明日から冬休みです。夏休み明けから、今日まで、保護者や地域の皆さんと共に、みんなで創る「みんなの森

合小」を目指し、様々なことに取組んできましたが、まだまだ、できること、やらなければいけないことがあり

ます。「学校だより№７」に掲載した「教職員一同、新たな気持ちで頑張ること」３点について振り返ります。 

◇「すべてが学び」をモットーに、教職員が子供から学びます。 

  ・ 子供の言動は、ほぼ、大人の言動から影響を受けていると言えます。子供を信じ、子供に任せる伴走者

として支援をすると、自分で考え、主体的に行動する子供の姿になります。指示や命令など威圧的な指導

が多いと、依存的で裏表がある子供の姿になります。目の前の子供の姿から、日々学び、教職員自身が変

わる努力が更に必要です。教職員自身が変わる、学校が変わる努力を続けていきます。 

◇目の前の子供の声に耳を傾けます。 

  ・ 一番大事なことは、子供の声に耳を傾けることです。子供の話をじっくり聞くことを優先にしてきまし

た。子供たちが、安心して話ができる雰囲気作りについては、まだ、できることがたくさんあります。「何

でも言える。」「困ったときに相談できる」存在になるよう、更に、子供の声に耳を傾けます。 

◇全職員が、すべての子供の担当という意識で対応します。 

  ・ 自分の学級や学年だけでなく、他の学級や学年の子供たちのことを全職員で共有するよう努力しました。

教科や朝・帰りの時間、給食の時間に担当を交代するなど、学年ごとに工夫しました。更に、交代する場

を多くし、全職員がすべての子供の担当という意識を高めていきます。 

 

                                                                                                                                                                                                                        

すべてが学び  子供から学ぶ･･･ 
 

子供たちの学び ～すべてが学び～ 
 

 子供たちは、４つの力を発揮して、「すべてを

学び」にしていました。 

表現活動の日 11/14 

 学年ごとに、「国語」「音楽」「総合」

などの教科等の学びを発表しました。

たくさんの保護者に皆さんに「自分を

表現する力」を発揮した子供たち姿を

見ていただきました。 

運動会 

10/21 

 体育の時間の

学びを披露しま

した。「チャレン

ジする力」を発

揮しました。 

予告無し 

避難訓練11/8 

 全校生が迅速に

避難することがで

きました。「人を大

切にする力」を発

揮しました。 

 冬休みは、共通した宿題はありません。自分で考え、自分で選んで、自分をコントロールして、「自

分の考えをもつ力」を発揮します。事故けがに気をつけて、冬休みを十分楽しむよう願っています。 


